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1 調査目的 

本調査は、匝瑳市堀川海岸において、平成 21 年度に海岸浸食の進行によって海水浴場を開設途中で

閉鎖した事態を踏まえ、今年度（令和 6 年度）の海水浴場の開設可否を判断するための基礎資料を作

成することを目的とし、気象・海況・地形などの自然条件等を簡易的に調査するものである。 

  

2 堀川浜海水浴場概要 

千葉県匝瑳市にある堀川浜海水浴場（図-1）は、平成 21 年度の閉鎖以前は夏期海水浴場開設期間中、

延べ 3,000 人程度の海水浴客が訪れていた（図２）。またサーフィンに適した波があることから、首都

圏を中心に年間を通して多くのサーファーが訪れている。1) 

地形的に見ると堀川浜海水浴場は、九十九里浜北部に位置して、九十九里浜中央部へと向かう南西

向きの沿岸漂砂が卓越している海岸にある。しかし近年、屏風ヶ浦の海食崖の浸食対策が行われると

ともに、沿岸漂砂の上手側にある飯岡漁港の防波堤が延ばされ、砂の流入がなくなったため、海岸浸

食が進んでいる。 

 

■海水浴場閉鎖の経緯 

平成 21 年度に、低気圧の通過に伴い、高波が押し寄せた結果、短期的な海岸浸食が一気に進んだ。

そのため、市では安全を考慮して 7 月 31 日に海水浴場は閉鎖した。（図３）以後、継続的に調査を

実施し、海水浴場再開を模索しているが、安全状況が改善されないため、令和 5 年度まで再開には

至っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 堀川浜海水浴場地点図 
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図２ 閉鎖前の堀川浜海水浴場       図３閉鎖時（平成 21 年）の堀川浜海水浴場 

 

3 調査項目・地点・方法 

調査項目は、①砂浜の状況、②水深、③海底の地形、④潮流、⑤流速、⑥波高、⑦波質の 7 項目と

し、調査地点は、海水浴場予定エリア（以下エリア 1)を 9 地点、エリア 1 と南側突堤の間の海域(以下

エリア 2)として、それぞれ目視及び海中踏査を実施した。過去に設置されていた海水浴場跡地を示す

棒杭が、平成 28 年度に実施された護岸工事の際に撤去されたため、平成 29 年度から新たに設置され

た防潮堤の端から端までの９５ｍを海水浴場予定地として調査を実施した。 

調査方法は、海面が最も高く一般的に離岸流や沿岸流といった潮流が強く、速くなる大潮の満潮時

間帯と、海面が最も低くなり、一般的に海底地形が最も露出する大潮の干潮時間帯の異なる 2 つの時

間帯に実施した。（図４） 

 

図 4 調査地点図 
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汀線から 75m付近 

3    6   9 

汀線から 50m付近 

2    5  8 

汀線から 25m付近 

1(基点) 4(基点から 38m7(基点から 95m) 

  

エリア 1 (海水浴場予定エリア)          エリア 2     ヘッドランド       

 

汀線から防潮堤までの距離 

大潮満潮時約 20ｍ（大潮干潮時約

40m） 防潮堤間 95m 

汀線 



4 調査時の気象・海況【1 回目】 

 以下に調査当日の潮汐（銚子漁港）、天気図、風向・風速を示す。 

  

  ■1 回目調査（5 月 8 日 10 時）※大潮干潮時 

  潮汐（潮位）：満潮 3：10（122cm)、干潮 10：05（-13cm)、満潮 16：56(115cm)、干潮 22：08(64cm)

潮廻り   ：大潮 

天候 ：曇り 

気温 ：21.1℃ 

風速 ：3.8ｍ/ｓ 

風向 ：北北東 

  

 

図５ 1 回目調査時（5 月 8 日 10 時）の潮汐 参照：https://tide736.net 
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図６ 1 回目調査時（5 月 8 日 9 時）の実況天気図 参照：日本気象協会 

 

 

図７ 1 回目調査時（5 月 8 日 10 時）のアメダス（風向・風速）参照：日本気象協会 
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日時 気温(℃) 降水量(mm) 
風向(16方

位) 
風速(m/s) 

日照時間

(分) 
積雪深(cm) 

08 日 

24:00 14.1 0.0 北北東 5.6 0 --- 

23:00 14.9 0.0 北北東 5.6 0 --- 

22:00 15.3 0.0 北北東 5.4 0 --- 

21:00 15.8 0.0 北北東 5.9 0 --- 

20:00 16.5 0.0 北北東 5.1 0 --- 

19:00 16.9 0.0 北北東 5.0 0 --- 

18:00 17.4 0.0 北北東 4.1 0 --- 

17:00 18.3 0.0 北北東 3.8 0 --- 

16:00 19.2 0.0 北東 3.4 2 --- 

15:00 20.9 0.0 北東 3.6 2 --- 

14:00 21.5 0.0 北東 3.6 55 --- 

13:00 21.8 0.0 北北東 4.0 37 --- 

12:00 21.6 0.0 北北東 4.8 28 --- 

11:00 22.0 0.5 北北東 4.0 55 --- 

10:00 21.1 0.0 北北東 3.8 2 --- 

09:00 20.4 0.0 北北東 3.3 0 --- 

08:00 19.0 0.0 北北東 2.4 5 --- 

07:00 18.4 0.0 北東 1.7 19 --- 

06:00 17.6 0.0 北 1.1 0 --- 

05:00 17.5 0.0 北東 1.5 0 --- 

04:00 18.2 0.0 北西 1.4 0 --- 

03:00 18.1 0.0 南南西 0.8 0 --- 

02:00 18.7 0.0 西南西 0.7 0 --- 

01:00 19.0 0.0 北西 0.5 0 --- 

表 1 1 回目調査時（5 月 8 日 10：00）のアメダス 60 分観測値  

 参照：日本気象協会 
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５ 調査結果【1 回目】 

１ 昨年の調査時には前日の降雨により、水没していた駐車場は今回水没しておらず、駐車スペースは

十分に確保されていた。また駐車場には津波避難所の案内図が設置されていた。（図８、９） 

２ 防潮堤手前には、市による遊泳禁止の看板と海匝土木事務所によるヘッドランド周辺の潮流（離岸

流）危険の看板が設置されていた。（図１０、１１） 

３ 海岸浸食の影響による護岸対策の為、高さ約６ｍの防潮堤が整備され、防潮堤を超えて砂浜に行く

ための階段が整備され、道路も舗装されていた。（図１２、１３、１４） 

４ 海岸浸食の影響により、例年同様砂浜の勾配は急であった。（図１５） 

５ 海水浴場開設予定地南側には例年同様、生活排水が海に流入していた。また流れに沿って浜崖が形

成されていた。定期的に水量が増えるタイミングがあり、その際には流れが小さな川のようになっ

ていた。（図１６から２０） 

6 砂浜には漂流物が打ち上げられており、清掃が必要な状況であった。（図２１） 

7  開設予定区域の北側には大きな深みが形成されており、汀線から１０歩程度歩くと１ｍ程度の水深と 

なっていた。満潮時には水があふれ、離岸流となることが懸念された。（図２２～２５） 

8  地点①（汀線から２５ｍ付近）の砂浜の状況は、大潮干潮ということもあり、40ｍ程あり、海浜利用

者が休憩できるスペースは確保されていた。水深は０．２ｍ程、地形は遠浅で安定していた。（図２

６） 

９ 地点②（汀線から５０ｍ地点）は、水深 0.4ｍ程度、波も小さく、流れもほぼない状態であった。海

底地形には凹凸が見られた。（図２７） 

１０ 地点③（汀線から７５ｍ地点）では、水深が急に深く１．８ｍ程度となり、沿岸方向（一宮方面）

への強い流れも発生しており、遊泳には危険な状況であった。（図２８） 

１１ 地点④については、地点①と同様に水深は０．２ｍ程度、砂も固く、海底地形は安定していた。

（図２９） 

１２ 地点⑤については、地点②と同様に水深は０，４ｍ程度で波も小さく、流れもほぼない状態であ

った。（図３０） 

１３ 地点⑥については、地点③と同様に水深は１．８~２．０ｍ程度と深く、沿岸方向への潮流も発生 

   していた。（図３１） 

１４ 地点⑦については地点①、④と同様、地点⑧については、地点②、地点⑤とほぼ同様の状況であ

った。地点⑨については水深が１．４~１．６ｍ程度と地点③、⑥と比較するとやや浅く、潮流に

ついても若干弱かった。（図３２～３４） 

１５ 海水浴場予定エリアの南側（ヘッドランド北側）の海域（エリア２）は汀線から１０m ほどで０．

６～０．８ｍ程度の深みがあり、その後浅瀬と深みを繰り返す九十九里海岸特有の地形が形成さ

れていた。ヘッドランド方向への流れやヘッドランドに沿った沖への流れは発生していたが、大

潮干潮時であったため水量は少なく流れも弱かった。（図３５～４０） 

１６ ヘッドランド入り口には高波危険の立ち入り禁止看板とヘッドランド両端での遊泳を禁止する看

板が千葉県（海匝土木事務所）により設置されていた。（図４１、４２） 

１７ ヘッドランド南側についても沖へ向かう流れは発生していたが北側と同じく大潮干潮時であった

ため水量は少なく流れも弱かった。（図４３） 

１８ 当日は、ヘッドランド南側の水域で漁師がハマグリ漁を行っていた。（図４４） 
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１９ 砂浜には例年同様コンクリート片のようなものが山積しており、瓶やペットボトル、プラスチッ

クごみなども漂着していた。砂遊びなどの際には足の切創などには十分注意が必要となる。（図

４５、４６） 

 

地点① 

（北側 25m） 

① 普通 

地点④ 

（中央 25ｍ） 

① 普通 

地点⑦ 

（南側 25ｍ） 

①普通 

② 0.1ｍ ②0.2ｍ ②0.2ｍ 

③ 砂 は 固 く

安定 

③砂は固く安

定 

③砂は固く安

定 

④なし ④なし  ④なし 

⑤なし ⑤なし ⑤なし 

⑥0.2ｍ ⑥0.2ｍ ⑥0.2ｍ 

⑦崩れ波 ⑦崩れ波 ⑦崩れ波 

地点② 

（北側 50ｍ） 

①  - 

地点⑤ 

（中央 50ｍ） 

① - 

地点⑧ 

（南側 50ｍ） 

①  - 

② 0.4ｍ ② 0.4~0.6ｍ ②0.4~0.6ｍ 

③ やや凹凸 ③ やや凹凸 ③凹凸あり 

④ なし ④ なし ④なし 

⑤ なし ⑤ なし ⑤なし 

⑥ 0.3ｍ ⑥ 0.3ｍ ⑥0.5 

⑦崩れ波 ⑦ 崩れ波 ⑦ 崩れ波 

 

地点③ 

（北側 75ｍ） 

 

 

① - 

 

地点⑥ 

（中央 75ｍ） 

① - 

地点⑨ 

（南側 75ｍ） 

① - 

② 1.8ｍ ②1.8ｍ ② 1.5ｍ 

③ 凹凸あり ③凹凸あり ③ 凹凸あり 

④ 銚 子 → 一

宮 

④ 銚 子 → 一

宮 

④銚子→一宮 

⑤ 1.0ｍ/ｓ ⑤1.0ｍ/ｓ ⑤0.5ｍ 

⑥ 0.5~0.8ｍ ⑥1.0ｍ ⑥0.8ｍ 

⑦ 崩れ波 ⑦崩れ波 ⑦崩れ波 

※①砂浜の状況、②水深、③海底地形、④潮流、⑤流速、⑥波高、⑦波質 

表 2 1 回目調査結果 
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図８ 堀川浜駐車場               図９津波避難案内図 

 

  

図１０ 遊泳禁止の看板（匝瑳市）図１１ヘッドランド周辺の遊泳禁止看板（千葉県海匝土木事務所） 

 

  

図１２防潮堤に設置された階段           図１３舗装された道路 
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図１４ 整備された防潮堤            図１５ 砂浜の勾配 

 

  

図１６ 生活排水の流入の状況①        図１７ 生活排水の流入の状況②  

 

  

    図１８ 生活排水の流入の状況③           図１９ 浜崖の状況 
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図２０ 生活排水の流入の状況④           図２１ 砂浜の状況 

  

  

図２２ 海水浴場予定地北側の深み①      図２３ 海水浴場予定地北側の深み②  

 

  

図２４ 海水浴場予定地北側の深み③      図２５海水浴場予定地北側の深み④ 
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図２６ 地点①（２５m 付近）       図２７ 地点②（５０m 付近） 

 

  

図２８ 地点③（７５ｍ付近）        図２９ 地点④（２５ｍ付近） 

 

  

図３０ 地点⑤（５０ｍ地点）        図３１ 地点⑥（75ｍ付近） 
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     図３２ 地点⑦（２５ｍ付近）       図３３ 地点⑧（５０ｍ付近） 

 

  

図３４ 地点⑨（75ｍ付近）            図３５ エリア２の状況① 

  

図３６ エリア２の状況②          図３７ エリア２の状況③ 
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図３８ エリア２の状況④           図３９ エリア２の状況⑤ 

 

  

図４０ ヘッドランド北側の離岸流（永久型）       図４１立ち入り禁止看板 

 

  

図４２ヘッドランド付近遊泳禁止の看板     図４３ヘッドランド南側の離岸流（永久型） 
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図４４ヘッドランド南側の海岸の状況        図４５ コンクリート片 

 

   

  図４６ プラスチック片とガラス瓶          図４７海岸中央から北側を望む 

 
図４８ 1 回目調査結果 
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潮流 

汀線から 75m付近 

3    6   9 

汀線から 50m付近 

2    5   8 

 

汀線から 25m付近 

1    4   7 

  

汀線から防潮堤までの距離（20ｍ） 

エリア 1 (海水浴場予定エリア)         エリア 2     ヘッドランド       

水深が深く、強い沿岸流 

遊泳危険 

離岸流 離岸流 



６ 調査時の気象・海況【２回目】 

■2 回目調査（5 月 8 日 16 時 00 分）※大潮満潮時 

潮汐（潮位）：満潮 3：10（122cm)、干潮 10：05（-13cm)、満潮 16：56(115cm)、干潮 22：08(64cm)  

潮廻り     : 大潮 

天候    : 曇り 

気温    :19.2℃ 

風速    : 3.4m/s 

風向       : 北東 

 

図４９ 2 回目調査時（5 月 8 日 16 時）の潮汐 参照：https://tide736.net 
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図５０ 2 回目調査時（5 月 8 日 15 時）の実況天気図 参照：日本気象協会 

 

 

図５１ 2 回目調査時（5 月 8 日 16 時）のアメダス（風向・風速）参照：日本気象協会 
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日時 気温(℃) 降水量(mm) 風向(16 方位) 風速(m/s) 
日照時間

(分) 
積雪深(cm) 

08 日 

24:00 14.1 0.0 北北東 5.6 0 --- 

23:00 14.9 0.0 北北東 5.6 0 --- 

22:00 15.3 0.0 北北東 5.4 0 --- 

21:00 15.8 0.0 北北東 5.9 0 --- 

20:00 16.5 0.0 北北東 5.1 0 --- 

19:00 16.9 0.0 北北東 5.0 0 --- 

18:00 17.4 0.0 北北東 4.1 0 --- 

17:00 18.3 0.0 北北東 3.8 0 --- 

16:00 19.2 0.0 北東 3.4 2 --- 

15:00 20.9 0.0 北東 3.6 2 --- 

14:00 21.5 0.0 北東 3.6 55 --- 

13:00 21.8 0.0 北北東 4.0 37 --- 

12:00 21.6 0.0 北北東 4.8 28 --- 

11:00 22.0 0.5 北北東 4.0 55 --- 

10:00 21.1 0.0 北北東 3.8 2 --- 

09:00 20.4 0.0 北北東 3.3 0 --- 

08:00 19.0 0.0 北北東 2.4 5 --- 

07:00 18.4 0.0 北東 1.7 19 --- 

06:00 17.6 0.0 北 1.1 0 --- 

05:00 17.5 0.0 北東 1.5 0 --- 

04:00 18.2 0.0 北西 1.4 0 --- 

03:00 18.1 0.0 南南西 0.8 0 --- 

02:00 18.7 0.0 西南西 0.7 0 --- 

01:00 19.0 0.0 北西 0.5 0 --- 

表 3 2 回目調査時（5 月 8 日 16：00）のアメダス 60 分観測値 

 参照：日本気象協会 
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７ 調査結果【2 回目】 

 

１ 当日の天候はくもり、海は荒れていた。（図５２～５４） 

２ 大潮満潮で砂浜は 10ｍほどしかなく海浜利用者が休憩できるスペースは確保できていない状況であ

った。（図５５） 

３ 1 回目調査時に見られた海水浴場予定地北側のエリアの深みについては幅３０ｍ程度の比較的大き

な固定型の離岸流が形成されていた。（図５６） 

４ 地点①ですでに水深が 1.0ｍ程あり、砂浜の勾配が急なことが分かる。また波の力が強く、身体の小

さな子供は流される危険性があった。（図５７） 

５ 地点②では水深が 1.5ｍ以上あり、波が押し寄せると 2ｍ近い水深となり調査員（身長１７８ｃｍ）

の足がつかない状況であった。また流れも強く、遊泳には適していない（遊泳禁止の）状況であっ

た。（図５８） 

６ 地点③は更に波が高く、潮流は強くて速いため、危険と判断し、調査を中止した。 

７ 地点④は地点①と同様に汀線付近から急深となり、波の力も強いため、小さな子供が足をすくわれ 

溺れる危険性が十分にあった。（図５９） 

８ 地点⑤では水深 1.5~1.8ｍ程度 波高も 1.5ｍほどあり、遊泳には適さない（遊泳禁止）状況 

であった。（図６０） 

９ 地点⑥は地点③同様、危険と判断し中止とした 

１０地点⑦も地点①、④同様に急深の地形となっており、子供の遊泳は困難な状況であった。（図６１） 

１１地点⑧は地点②、⑤同様、波が高く、潮の流れも速いため遊泳には適さない状況であった。（図６

２） 

１２生活排水については前回調査同様、海に流入しており、浜崖も形成されていた。（図６３～６５） 

１３砂浜にごみが漂流しており、危険物も散見されたため、海水浴場開設に際には、海岸清掃が必要と

なる。（図６６） 

１４エリア２についても遊泳は困難な状況であり、またヘッドランド両端の離岸流（永久型）も水嵩が

増し、流れが非常に強くなっていた。（図６７～図７０） 
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地点① 

（北側 25m） 

①狭い 

地点④ 

（中央 25ｍ） 

①狭い 

地点⑦ 

（南側 25ｍ） 

①狭い 

②１．０ｍ ②０．８ｍ ②０．６ｍ 

③凹凸あり、 

不安定、手前に

深みあり 

③凹凸、深みあ 

り 

③凹凸、深みあ

り 

④一宮→銚子 ④一宮→銚子 ④一宮→銚子 

⑤１．０ｍ/s ⑤０．５ｍ/s ⑤０．５ｍ/s 

⑥０．８ｍ ⑥０．８ｍ ⑥０．５ｍ 

⑦崩れ波 ⑦崩れ波 ⑧ 崩れ波 

地点② 

（北側 50ｍ） 

① - 

地点⑤ 

（中央 50ｍ） 

① - 

地点⑧ 

（南側 50ｍ） 

① - 

②１．５~１．

８ｍ 

②１．６~２．０

ｍ 

②１．５m 

③凹凸、深みあ

り 

③凹凸、深みあり ③凹凸、深みあ

り 

④一宮→銚子 ④一宮→銚子 ④一宮→銚子 

⑤１．５ｍ/s ⑤２．０ｍ/s ⑤１．０ｍ/ｓ 

⑥１．０ ⑥１．２~１．５

ｍ 

⑥１．０~１．

２ｍ 

⑦崩れ波 ⑦崩れ波 ⑦崩れ波 

 

地点③ 

（北側 75ｍ） 

 

 

 

 

荒天の為、中止 
地点⑥ 

（中央 75ｍ） 

 

 

 

荒天の為、中止 
地点⑨ 

（南側 75ｍ） 

 

 

 

荒天の為、中止 

※①砂浜の状況、②水深、③海底地形、④潮流、⑤流速、⑥波高、⑦波質 

表 4 2 回目調査結果 
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図５２ 堀川浜全景（正面）       図５３ 堀川浜全景（北側） 

 

  

図５４ 堀川浜全景（南側）          図５５ 砂浜の状況 

 

  

図５６ 海水浴場予定地北側の離岸流          図５７ 地点① 
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図５８ 地点②                  図５９ 地点④ 

 

  

図６０ 地点⑤                  図６１ 地点⑦ 

 

  

図６２ 地点⑧               図６３ 排水口の状況① 
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図６４ 排水口の状況②         図６５ 排水口付近の浜崖の様子 

 

  

図６６ 砂浜に漂着したごみの状況        図６７ エリア２の状況① 

 

    

図６８ エリア２の状況②          図６９ 突堤北側の離岸流 
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図７０ 突堤南側の離岸流                   

  

 

 
図 71 2 回目調査結果 

 

８ 考察 

現在日本において海水浴場の開設における、自然条件（海象・地形など）に関する明確な安全基準

はない。海水浴場の開設の判断は、自然条件として海水浴場に適しているという条件はもとより、地

域の歴史的経緯や交通アクセス、背後地（民宿や海の家などの設置）条件によって設置されている場

合が多い。近年、全国で人工ビーチの設置が行われているが、その基準書として国土交通省港湾局監

修、（社）日本マリーナビーチ協会発行の「ビーチ計画・設計マニュアル」2)（以下マニュアル）が

ある。マニュアルでは参考条件として海象・地形などの自然条件が整理されている。自然ビーチと人

工ビーチの違いはあるが、ここではその参考条件を一つの指標として、本調査結果を考察する。 
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深み 

 

エリア 1            エリア 2        ヘッドランド 

離岸流 離岸流 潮流 

汀線から 75m付近 

3    6   9 

汀線から 50m付近 

2    5   8 

汀線から 25m付近 

1    4   7 

 

  

汀線から防潮堤までの距離（約 10ｍ） 

       危険水域 



(1)海浜形状：海浜幅としては 30-60m 程度を目安とする。（マニュアルの基準） 

今回の調査では、海水浴場予定地に設置された防潮堤から汀線までの距離は満潮時約 20ｍ、干潮

時約 40ｍと比較的広範であった。しかし台風や低気圧通過時の高波時には、例年同様、波が防潮堤

にかぶり砂浜が消失することが予測される。よって海浜形状に関しては、調査時、特に大潮干潮時に

おいて海水浴場として大きな問題はないが、大潮満潮時や台風、低気圧の影響により高波が訪れた際

には、平成 21 年度同等またはそれ以上の危険なコンディションになることが予測される。 

 

(2)海底地形：海底地形は時間的にも空間的にも急変しないことが望ましく、海底勾配は 1/15-1/45

程度が、いわゆる遠浅の砂浜となり海水浴場として適した地形となっている。（マニュアルの基準） 

 今回の調査では、海底勾配が 1/10 と大変急であり、特に、大潮満潮時には汀線から比較的至近距

離である、25m 付近においても小さな子供の遊泳には危険が伴い、50m 付近では、深いところで水

深 2.0ｍかつ強い沿岸流の影響から、成人でも遊泳に危険が伴い、75ｍ付近では波高も高まり、調査

を中止した経緯からすると、遊泳は不可となる。また今回の調査でも、砂の堆積であるサンドバンク

（浅瀬）と沿岸方向への溝であるガターが交互に繰り返されて徐々に深くなっていく、九十九里特有

の地形が形成されていた。海底の地形については凹凸が多く、インショアホールと呼ばれる海底の窪

みも複数箇所形成されており、小さな子供が深みにはまり溺水する危険性が見受けられた。よって海

底形状については、海水浴場として厳しいものと判断される。 

 

(3)流速：遊泳可能流速としては 0.2-0.3m/s 以下（マニュアルの基準） 

今回の調査では、沿岸方向（一宮方面）に最大で２．０ｍ/ｓと非常に強い潮流が発生していた。遊

泳者は容易に流される危険性があり、また流れに逆らって泳ぐことは困難な状況であった。 

またエリア２においてもヘッドランド（突堤）方向に向かう沿岸流とヘッドランド先端方向に向かう

永久型の離岸流により、遊泳には不向き（非常に危険を伴う）な状況であるといえる。よって流速に

関しては、海水浴場として厳しいコンディションであると推察される。 

 

(4)波浪：遊泳可能波高としては 0.5m 以下（マニュアルの基準） 

今回の調査、特に２回目調査において地点⑤（海水浴場開設予定地中央汀線から 50ｍ付近）では波

高２．０ｍとなり比較的波が高い状況であったが、波浪については九十九里海岸全般に言えることで

あり、堀川海岸特有の問題ではないものの、海水浴場としては非常に注意を要する状況であった。 

 

９ 総括 

前述の調査結果から、海況・地形などの自然条件から見ると、今年度も特に満潮時や高波浪時には

堀川浜は海水浴場として非常に危険なコンディションであることが推察される。現在の所、海浜形状

や海底地形に関して、平成 21 年度の開設途中に閉鎖した状況と比較して改善は見られず、低気圧や台

風の影響により、大きな波浪が押し寄せると、今回調査時以上に状況が悪化する事が予想される。ま

た海水浴場予定地に流入する生活排水、砂浜に散見されるコンクリート片なども前回調査時と比較し

て改善は見られていない。 

海水浴場背後地には、駐車場も整備されており、海の家や民宿なども立ち並んでいる。そのため海

水浴場として開設しない場合も、訪れる海浜利用者は多いと思われる。海浜利用者の安全管理を行う 
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うえでは、看板設置、見廻り巡回の実施等、遊泳は危険であることを周知する必要がある。 

堀川浜海水浴場は匝瑳市唯一の海水浴場として市民の海とのふれあいの場・憩いの場としてにぎわ

ってきたところであるが、海水浴場の開設という視点で考えると引き続き検討が必要であると考える。 
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